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1 はじめに
学ぶうえで必要とされる基本的な学びの技術（スタディスキ















































1⃝ FCFS（first come first served）
到着順で課題の処理をおこなう．
2⃝ FSFS（favorite subject first served）
得意科目の課題から順に処理をおこなう．





学生は教員から課される課題を N 等分割する（N は自然数と


















生に課される課題数の合計を JL = 60とする．課題の分割数は
N = 1，2，3とする．課題の認識番号を i = 1のとき得意科目の
課題，i = 2のとき不得意科目の課題，i = 3のときそれ以外の課










































Step1について N = 3とした場合の取組順序の比較結果を示
す．図 2から最も良い課題への取組順序は，「 2⃝」であるといえ
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